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本日の位置づけ

「サプライチェーンの強靭化」は、
関心の高まり度合いに比例して実
践している企業の数が増えている
かといえば、必ずしもそうではな
い

「強靭化」が持つ２つの要素につ
いて押さえるべきポイントを紹介
し、サプライチェーンの将来展望
に関する弊社の考えを共有させて
いただく



Classification: Public

強靭化は「ダメージ耐性の強さ」と「速やかな回復力」の2つの要素か
ら構成される

出所：内閣官房国土強靭化推進室マースク分析
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自社サプライチェーンの

①ダメージ耐性を強め
②速やかに回復できるには

どうすればいいか

今後の論点



Classification: Public

サプライチェーンに影響を及ぼすリスク要因は近年増加している



ダメージ耐性を強めるには？



Classification: Public

サプライチェーンの「強靭化」は、大きく２つの要素から構成

出所：内閣官房国土強靭化推進室マースク分析
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Classification: Public

ダメージ耐性強化に向けて検討すべき「データと可視性」のポイント

出所：マースク分析

在庫状況の可視化
デジタル在庫管理プラットフォームを導入するなどし、在庫ストックと
フローの流れを可視化。高度な機械学習を用いた需要予測を行い、在庫
過剰・不足リスクを最小限に抑える

情報の可視化
サプライヤー、メーカー、輸送業者など、サプライチェーン上の複数の
関係者間の情報共有プラットフォームを導入し、データ駆動型のサプラ
イチェーン計画へと移行する

貨物状況の可視化
貨物の状況をリアルタイムで把握し、地域的な気温上昇など輸送中に起
き得る潜在リスクを特定。早期特定で豊富な選択肢の確保や荷受人への
迅速な情報共有などを可能にする

サプライチェーン
データの統合

輸送や通関など、各領域のステークホルダーとの連携を可視化し、情報
のサイロ化を防ぐ。 事業者の採用やコントロールタワーを設置



「速やかに回復」できるには？



Classification: Public

サプライチェーンの「強靭化」は、大きく２つの要素から構成

出所：内閣官房国土強靭化推進室マースク分析
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Classification: Public

速やかな回復を実現する「アジリティ」３つのポイント

出所：マースク分析

輸送の柔軟性
輸送手段を複数確保し、特定のサプライヤーへの依存度を低め、輸送中
にも状況に応じて代替オプションの実行を可能にする

柔軟で広範な
倉庫ネットワーク

グローバル・ローカルにかかわらず、供給元・製造場所・仕向け地など
で複数の倉庫ネットワークを確保。非常時に応じた柔軟な在庫計画の調
整を実施

策定と
明確な実行体制

想定シナリオ別の代替計画やオプションを策定し、実行可能なレベルに
まで役割分担とトリガーポイントを明確化



Classification: Public

サプライチェーンを取り巻く事業環境は根幹から変容している

グローバルドライバー

テクノロジー

消費チャネルのシフト

強靭化

• 貿易政策の保護主義化
• グローバル経済の変動
• 複雑性の増加

• デジタル化の加速
• プラットフォームの台頭
• 情報アクセスの民主化

• Eコマースの台頭
• 購買行動の多様化
• ロイヤリティ獲得の難化

• 社会課題への問題意識の高まり
• 価値提供の多様化
• 未曽有のリスク要因の増加

サプライチェーンのドライバー 変化やトレンド

サプライチェーンの“再配線”

戦略的パートナーシップ

新たな物流ソリューション

• ニアショアリング
• 調達先の多様化
• 中国内陸部のEC需要拡大

• 結果責任の共有
• 不要な複雑性の削減
• リスクシェアリング

• 統合されたロジスティクス
• 柔軟な在庫管理
• 可視性と実行可能性
• 持続可能なサプライチェーン

出所：マースク分析



Classification: Public


	スライド 1: サプライチェーンの強靭化に向けた今後の論点
	スライド 2: 本日の位置づけ
	スライド 3: 強靭化は「ダメージ耐性の強さ」と「速やかな回復力」の2つの要素から構成される
	スライド 4: サプライチェーンに影響を及ぼすリスク要因は近年増加している
	スライド 5: ダメージ耐性を強めるには？
	スライド 6: サプライチェーンの「強靭化」は、大きく２つの要素から構成 
	スライド 7: サプライチェーンの「強靭化」は、大きく２つの要素から構成 
	スライド 8: ダメージ耐性強化に向けて検討すべき「データと可視性」のポイント
	スライド 9: 「速やかに回復」できるには？
	スライド 10: サプライチェーンの「強靭化」は、大きく２つの要素から構成 
	スライド 11: 速やかな回復を実現する「アジリティ」３つのポイント
	スライド 12: サプライチェーンを取り巻く事業環境は根幹から変容している
	スライド 13

